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I Ea-8　　　高齢者の配色嗜好(1）一服装色についてー

　　　　　　　○今井弥生＊　井渫尚子＊　長塚こずえ＊＊　椋梨純枝＊3橘　喬子＊' 家永晶子＊5（＊東京家政

　　　　　　　学院短大　＊＊東京家政大短大　＊3宇部短大　＊"夙川学院短大　＊5樟蔭東女短大）

　目的　日本の人口高齢化率は24年で総人口の14％を超え，ヨーロッパ先進国に比べ異常な速度

で進行している。色彩・意匠学部会は長寿社会の到来に向けて1987年から高齢者の色彩感情につい

てパネル調査を実施してきた。その一環として本報は服装色における配色嗜好の問題を検討する。

高齢者の視点で好まれる配色に関して殆ど未知であり，ゆとりと豊かな生活の実現を目指した衣色

彩計画の基礎資料を得ることを目的とした。

　方法　対象　65歳以上の健康な男女2, 004 名。試料　Jis Z 8721 より系統的に選択した有彩色75

　　　　-　　　　　　一色，無彩色５色をN7の台紙に貼付したカラー・チャート。廻査握巫,』m　部会員が在住する地｀

域の老人クラブ，敬老館，オフィス，在宅等で質問紙法，面接調査を1987年９月1～30 aに実施。

,色彩の観察　JIS Z 8723
に準じ，分類JIS Z 8102 による。 質黙ヤｉ着装L゛ﾄﾞそこ⊥丁?・12

場合，二色配色の場合を色相ごとに集計し，その嗜好率と相関，性別，色相とトーンの分布から高

齢者の配色特性を分析する。

　結果　全被験者の配色嗜好１位はN9. 3とNi.2, 2位は3. 6YR2. 6/3. 2と10YR7. 1/1. 2, 3位はN7. 5

とN5. 4であり，男女間の相関は0.30と低く配色嗜好は異なる。性別では女性は全色票を用い，男

性は10PB5. 0/4. 0, 6. 5P6. 1/7. 3, 4. 4R4. 2/13. 7は出現しない。色相とトーンの分布において男性は

暗い青，白，こい灰，明るい灰みの青。女性は明るい灰みの紫，明るい灰みの赤紫，こい青紫，白

との配色が好まれ，単色の嗜好色と服装色の配色嗜好に関係が強いが，男性は中位である。単色の

嫌悪色の黒と暗い灰は，服装色の配色には上位である。又，明るい赤，あざやかな赤は男女ともに

配色嗜好に出現しない。

1 Ea－9 高齢者の配色嗜好(2)一地域特性－

○斎藤祥子＊　北村トモエ＊＊　高野美栄＊3　鈴木良子＊"成田巳代子＊5田岡洋子＊6

　今井弥生＊3（＊北海道教育大函館校　＊＊大阪女学園短大　＊3東京家政学院短大

　＊"仙台白百合短大･ ＊5滋賀女短大　＊6京都短大）

　目的　長寿化に伴い豊かで快適な人生を送るために、高齢者の生活の充実は重要な課題である。

２報では身近な服装色の配色嗜好が気候、風土、習慣の異なる生活環境でどのように影響するか、

高齢化した地域の現状分析と地域的特性を検討する。更に全国的な配色から安全性、感性面をチェ

ックし、老年期の人たちに配慮した配色嗜好の資料を提供することを目的とした。

　方法　対象、調査時期、手続き、分析は１報と同様。地域別、都道府県コードに準じ、１群472
　　　--一一　一名（北海道01,青森02,宮城04,山形06）、2群730 名（埼玉11,千葉12,神奈川14,新潟15,

山梨19）、3群563名（東京13）、4群239名（岐阜21,京都26,大阪27）、全国的フェイス・

シート性別（男647、女1357）、老年前・後期（65～74歳1315、75歳以上689）、職業（有325、
無1679）、未既婚（未81、UE 1923)、世帯(1人434、夫婦354、他と同居1020)、住居形態(一

戸建1623、集合376）。

　結果　地域別配色嗜好の１位は１～４群ともにN9.3とN1.2で無彩色、明度差大の組合せ。２位

は１群10. 0B2. 0/2.0と5.2PB2.5/9. 1, 2群N7.5とN5.4, 3群10. 0B2.0/2. 0とN9. 3, 4群3Y2. 6/3. 2

と10YR7. 1/1.5である。地域間の相関は２群と３群0.76, 1群と４群0.71,他は0.69である。色

相とトーンの分布から１群はくすんだ灰、２群白、３群暗い青、４群は暗い黄赤等で、２群関東は

無彩色との組合せが多い。３群の東京は配色嗜好において色数が多く。感性面で豊かさが推察され

た。
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